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A病院は瀬戸内海の島にある町立病院です。

病院事業局内には3病院あり、病院事業局全体

で毎年10人前後の新人看護師が病院事業局内

の看護学校から就職します。接遇などの研修は

病院事業局内で行っています。赤い星の位置が

町立病院、緑の星が看護学校です。 

A病院は橋を渡って 

車で約30分で到着します 

新人看護師が就職して感じるストレスとそ

の変化を理解し、ストレス対処行動と髪のカラ

ーリングの関連について考察します。そして、

新人看護師の組織社会化が円滑に進むような

新人看護師研修・指導に役立てることを目的と

します。 

方法Ｂ病棟看護職員(看護師 22名、看護助手

5名)を対象としたアンケート調査およびイン

タビューを行います。
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倫理的配慮はスライド参照してください 

 

アンケート結果：年齢構成 対象者の年齢構成

は、20 代が約半数を占めています。 

 

対象者の 72%はカラーリングをしています。 

 

髪色は、カラーNO１～８が 15 名、カラーNO10

～13 が 6 名です。 

 

１～20 までのカラーチャートを示して、アンケ

ートに答えてもらいました。 

 

３）カラーリングの理由は 

白髪染 38％で、残りは、おしゃれ・気分転換で

した。 

 

４）83%の人が、事業局で示されている「身だ

しなみ基準」を知っていました。 
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＜インタビュー＞20 代看護師 10 名にインタビ

ューした結果です。１）カラーリングを始めた

時期についての結果です。 

 

２）カラーリングをした理由は、気分転換や、

国家試験や課題が終わってという理由があが

りました。 

 

１）カラーリングの実際と髪色  数年前まで、

日本で「茶髪・金髪」は社会への反抗を喚起さ

せる髪色でした。しかし、現在では白髪染めで

も黒色ではなく茶色にカラーリングを行う方

が多く、髪をカラーリングすることが一般的な

ファッションの一部になっています。特に女性

では黒から明るい茶色に髪色を変える人が多

くみられます。日本ヘアカラー協会では、白衣

着用時の推奨カラーレベル 6～8としています。 

事業局で示されている「身だしなみ基準」の落

ち着いた髪色とはカラーNO6~8 までを指すと

考えます。 

 

 

看護職員の現在のカラーNO を見ると、真っ

黒にカラーリングする人はいません。白髪染の

ためにカラーリングしている人は 38%います

が、白髪染でも黒色より明るい色にカラーリン

グしていることが分かります。適切だと思うカ

ラーナンバーで、「落ち着いた色」を超える

NO９～14 を適切と考える人が約 40%でした。 

医療における身だしなみの重要性を意識づけ、

事業局で示されている「身だしなみ基準」の理

解と実践が必要と考えます。 

 

 

２）カラーリングを行う理由「気分転換」を

理由としたカラーリングについて、20 歳代の看

護師を対象としたインタビュー結果を考察し

ます。国家試験終了後や 2年目になる時などに、

カラーリングしています。理由としては、国家

試験が終わってほっとした、1 年目の課題が終

わったから、2 年目になるからと、自分なりの

節目を乗り越えた時に気分転換の目的でカラ

ーリングを行っていると考えられます。 
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新卒の看護師は、病院に就職した際に組織社

会化（組織になじむ）と専門職への社会化（専

門職になじむ）が求められます。 

 組織社会化が十分でない場合、パーソナルな

いわば得手勝手である「自然発生的な自律性」

が発揮されるために、カラーリングを繰り返し、

明るすぎる髪色となってしまうのではないで

しょうか。医療に携わる者は、“身だしなみより

技術”と考える事が多いと言われています。髪が

明るくても良い看護は出来ると得手勝手な自

律性を発揮してしまっていると考えられます。 
 

A 病院の新人看護師研修内容は、組織社会化

を助けると思われる研修は、就業規則の説明や

接遇に関する研修が半日で、看護実践に関する

研修は就職後約 2 週間集中して続きます。部署

配属後も技術オリエンテーションが 5月まで継

続しています。今後の課題として、組織社会化

が促進される研修や指導を織り込んでいくこ

とが求められると考えます。 

「自分を変えたい」「自由で前向きになりたい」

と思って髪の毛をカラーリングするのは心理

的に効果があるといわれ、前向きに仕事に取り

組めるのであれば、カラーリングすることを特

に制限する必要はありません。しかし、病院事

業局で示されている「身だしなみ規定」にある

落ち着いた色を超えてしまう事が無いように

髪色をコントロールすることは必要であると

考えます。 

 

結論 

・髪のカラーリングは、前向きに仕事に取り組

むための心理的な効果となる。 

・新人看護師の育成は、組織社会化が促進され

るような研修や関わりが必要 

・医療職にふさわしい髪色を保てるように、身

だしなみの重要性を意識づける 
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ご清聴ありがとうございました。 
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